
安
倍
内
閣
に
よ
る
公
文
書
の
ね
つ
造
、
廃
棄
、
国
会
で
の
虚
偽

答
弁
と
無
責
任
政
治
に
国
民
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
発
展
、
６
党
野
党
の
結

束
を
強
め
、
安
倍
内
閣
の
総
退
陣
を
迫
り
ま
す
。
ご
一
緒
に
声
を

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
議
会
で
は
、
一
般
質
問
を
お
こ
な
う
議
員
が
28
人
中
24
人

と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
に
迫
っ
た
市
議
会
議
員
選
挙

を
強
く
意
識
し
て
の
こ
と
で
す
。
議
会
直
前
に
公
表
さ
れ
た
「
児

童
・
生
徒
数
の
推
計
値
・
想
定
値
」
で
は
、
昨
年
の
予
想
を
も
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
36
年
度
に
は
50
学
級
以

上
の
超
マ
ン
モ
ス
校
が
３
校
に･

･
･

。
学
校
新
設
計
画
の
見
直
し

も
浮
上
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
日
本
共
産
党
は
、
子
育
て
か
ら
介

護
、
ま
ち
づ
く
り
ま
で
、
み
な
さ
ん
の
声
を
届
け
、
市
政
を
監
視

し
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

６
月
14
日
（
木
）
午
前
11
時
頃

１
、
ご
み
収
集
事
業
に
お
け
る
内
部
告
発
へ
の
対
応
に
つ
い
て

２
、
防
犯
対
策
に
つ
い
て

①
東
初
石
で
発
生
し
た
通
り
魔
事
件
に
つ
い
て

３
、
市
営
住
宅
政
策
に
つ
い
て

４
、
は
し
か
対
策
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
一
部
公
的
補
助
な

ど
、
は
し
か
の
流
行
か
ら
市
民
を
守
る
対
策
を
強
化
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

５
、
保
育
行
政
に
つ
い
て

①
保
育
園
待
機
児
は
今
年
４
月
ど
の
程
度
解
消
さ
れ
た
の
か
。

②
学
童
保
育
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
意
見
も
取
り
入
れ
た
事
業

運
営
が
望
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

６
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
平
成
３
０
年
５
月
に
発
表
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
推
計
値
及
び

想
定
値
に
つ
い
て

②
４
月
に
発
表
さ
れ
た
将
来
人
口
推
計
と
ど
の
よ
う
に
整
合
性

を
図
っ
て
い
る
の
か
。

③
新
設
小
学
校
は
１
校
の
み
と
せ
ず
、
必
要
な
学
校
数
は
新
設

す
る
と
方
針
転
換
を
は
か
り
、
良
好
な
教
育
環
境
の
保
持
に

こ
そ
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

④
新
設
中
学
校
に
つ
い
て

⑤
児
童
生
徒
の
規
範
意
識
の
向
上
等
に
向
け
た
教
職
員
に
よ
る

生
徒
指
導
に
つ
い
て

徳
増
き
よ
子
議
員

６
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
頃

１
、
米
朝
首
脳
会
談
が
開
か
れ
る
が
、
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い

る
本
市
と
し
て
市
長
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

２
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

３
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
市
内
中
学
校
に
お
け
る
本
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
信
濃
町
で

の
林
間
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

②
幼
児
の
増
加
か
ら
幼
稚
園
に
入
れ
な
い
と
い
う
訴
え
も
聞
か

れ
る
が
市
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

③
教
職
員
の
労
働
状
況
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

４
、
バ
ス
交
通
に
つ
い
て

①
病
院
バ
ス
の
削
減
の
も
と
、
地
域
か
ら
の
苦
情
や
バ
ス
交
通

の
充
実
を
求
め
る
声
が
聴
か
れ
て
い
る
が
、
市
は
実
態
把
握

を
し
て
い
る
の
か
。

②
市
内
に
お
け
る
バ
ス
交
通
の
「
不
均
衡
は
な
い
」
と
い
う
認

識
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

植
田
和
子
議
員

６
月
14
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

１
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
東
海
第
２
原
発
で
重
大
事
故
が
起
き
た
場
合
を
想
定
し
て
の

避
難
受
け
入
れ
協
定
に
つ
い
て
市
の
方
針
を
問
う
。

２
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
少
数
者
へ
の
，
今
後
，
更
な
る
取
り

組
み
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
市
内
小
中
学
校
校
舎
の
詳
細
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
結
果
を

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

②
詳
細
診
断
を
行
っ
た
棟
数
は
全
体
棟
数
の
何
％
を
占
め
、
建

て
替
え
や
改
修
な
ど
の
対
策
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

③
対
策
に
関
わ
る
経
費
を
試
算
し
、
計
画
的
な
基
金
積
み
立
て

等
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

④
詳
細
診
断
の
対
象
外
と
な
っ
た
校
舎
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

⑤
市
内
小
中
学
校
の
中
で
一
番
古
い
築
60
年
と
な
る
江
戸
川

台
小
学
校
は
ど
う
い
う
状
況
だ
っ
た
の
か
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

６
月
14
日
（
木
）
午
後
３
時
半
頃

１
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
公
文
書
の
廃
棄
・
改
ざ
ん
や
国
会
に
お
け
る
虚
偽
答
弁
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

②
本
市
に
お
い
て
も
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
は
も
と
よ
り
、

公
平
・
公
正
が
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

２
、
医
療
・
介
護
に
つ
い
て

①
小
児
医
療
、
お
よ
び
産
科
医
療
の
供
給
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

②
「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
の
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
る
が
、
在
宅

療
養
を
支
え
る
在
宅
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
の

現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

③
低
所
得
者
が
特
定
健
診
を
受
け
や
す
く
し
、
医
療
に
つ
な
げ

る
た
め
の
対
策
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

３
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
問
う
。

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

市
議
団
事
務
所

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

議
会
事
務
局

７
１
５
０
ー
６
０
９
９

会

期

６
月
７
日
～
６
月
27
日

20
日
間

（
議
案
15
件
、
陳
情
２
件
、
発
議
５
件
他
）

６
月

７
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

18
日
（
月
）
総
務
委
員
会

19
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

20
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

21
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

27
日
（
水
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択







１、「原発ゼロ・自然エネルギー推進連盟」が発表し た「原発ゼロ法案」について市長見解を問う。

２、教育行政について

①教育委員会の想定では、平成35年度におおたかの 森地域周辺で35学級～51学級もの過大規模校が４ 校できることになるが、一人一人の子どもたちに 向

き合った教育が出来ると考えているのか。

②過大規模校が集中する地域で予想される教育の困 難を緩和するために、さらに１校の小学校を建設 する方針を打ち出すべきではないか。

３、まちづくりについて

①県施行の土地区画整理事業について

ア、木地区の事業計画変更について

イ、運動公園地区の進捗について

②下花輪自治会が要望している市道拡張について


